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この講義では ABO式血液型に属する抗原と抗体'臓器にも存在するものであり，他の一つは唾液，胃

が生物界特に動物界におじ1てどのような態度を示す
かとい・うことについてお話しいたしたL'。乙の血液
型は医学では臨床上輸血を行う際に重大な役目を演
じ，法医学では親子鑑別の時に用いられ，また犯罪
の際に血痕或は精液，匝液乃至糞便の型を検べて犯
人の推定や除外に役立っているものである。 ABO
式血液型の外引きつづいて多種の血液型が発見さ
液，精液等の分泌液中に含まれているもので，これ
は水に溶け，酒精にとけないものであるとした。後
者は後に高分子の含水炭素性のものとされた。そし
て類脂体性の型物質は分泌型と非分泌型の型別には
関係がなく，含水炭素性の型物質の含まれ方によっ
て分泌型，非分泌型の区別が生ずるとした。分泌型
は約 80%の人民見られ，非分泌型の人はおよそ 20
れ，その利用価値は次第に大きくなって来ている。%である。と〉で o(H)物質の乙とについて述べ
乙の ABO式血液型は最初人の血球と血清との組
合せ，即ち血球にある凝集原と血清中に含まれてい
る凝集素との間の凝集反応lとよって 4型民分けられ
たがiその後，型物質は血球の外，臓器や血清K，
またその体液などにも含まれている乙とが判って来
た。分泌液の型物質は山上教授が世界ではじめて人
の精液はこれを証明した。その後唾液などの分泌液
K型物質を分泌する人と分泌しない人(或は少量し
か分泌しない人)とがあることを Schiff帽 Sasakiが
見出し，その存在に関しては多くの追試者により論
議されたが，その頻度の二峰性と，非分泌型の人に
は A，B，0型物質に代って T型質が分泌される
乙とが上山花よって証せられ，これにも頻度に二峰
性が見られることなどから，分泌型と非分泌型の存
在は一般に認められているといってよいと思う。
Hartmann はこの分泌型， 非分泌型の問題を総括
的に観察して，血液型物質には化学的に見て 2種類
あり，一つは水に溶けず，酒精児溶ける所謂リポイ
ド(類脂体)性の型物質で血球に主として含まれ，
る。 1930年R.Wienの Eislerは志賀赤痢菌で 1
頭の山羊を免疫したところ，その血清中に人の赤血
球を型に関係なく凝集する凝集素が産生した ζとを
見た。即ち志賀赤痢菌と人の赤血球児は共通の抗原
があるととが知られたのである。そして民はいろい
ろの動物についてしらべたが，マウス，白鼠，緬羊，
ニワトリ，モルモット，兎，犬等の血球はしかし， 
との抗原とは関係がないと言うているのである。私
どもも ζの新しい事実に興味をいだき，検べて見た
結果，矢野はこの 0 物質は白鼠の血球にも，兎の
血球にもあるととを見出し，人の血球Iζ最も多く，
次いで白鼠K多く，兎には少ししかないと云う乙と
を知った。きて Forssmanの抗原 (F抗原〉とい
うのがあるが，とれは緬羊や山羊の血球とモJレモッ
トの腎臓とに共通にある抗原で所謂代表的異性抗原 
であるが， ζれらを兎に注射すると容易にそれに対
する抗体を産生することが知られている。私共は前
述の O抗原はこの F抗原と対腕的な関係を示す異
性抗原ではあるま L可かと考え， 先ず吉原は F抗原
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を多量に含んでいるモルモット腎臓或は馬腎臓でア
ヒルを免疫してみた。アヒルにはこれら問題になる
抗原がないと考えられるのであるが，免疫の結果い
ろいろの抗体が出来て来た。同時にこの Orc対す
る抗体も出来て来た。かくて今迄検べて来?こ成績を
考え合せて最後に抗 0抗体だけを産生する動物が
なかろうかと考えていろいろ実験を重ねたが結局山
羊に到著した。沢井が山羊Kモノレモット腎臓を注射
したところ他の邪魔物のない抗 O抗体が出来て来
た。そして抗 O沈降反応をはじめて示したのであ 
る。沢井は更Kモルモット腎臓のみでなく人血球で
山羊を免疫してこの抗 O抗体を産生させた。古畑
教室でもニワトリを O型人血球で免疫して同様抗
0 抗体の産生することを見た。ニワトリ lζは F 抗
原があるが抗 B抗体や抗 0抗体をつくるのに好適
の免疫動物である。かくてとの抗 0抗体の産生は
0抗原の知見をひろめるのに役立って来た。即らこ
の抗 0抗体は O物質を持っている血球に対して凝
集反応を起すし， 0物質を持っている睡液に対し
ては著明な沈降反応を示す乙とが判った。 また O
抗原を持っている血球で溶血反応を起し易い緬羊ゃ
豚の血球では ζの抗0抗原を作用させると溶血反応 
が起る。人の血球でも凝集反応の外に溶血反応が起
る乙とも知った。しかし人の血球の際は通常用いる
モルモットの補体では無効℃、山羊の正常血清を補体
として使用するととを要する。補体にはこのように
溶血反応に対して好き嫌いがあるようである(この
事は別K詳しく検べた〉。 乙のようないろいろの 
反応を用いて ζの抗原の有無を知る乙とが出来た。
人間では A型抗原と， B型抗原とが対立していて
0抗原は各型血球にみな含まれており， A型， B 
型抗原と同じように類脂体性で，水K溶けず，酒精
lζ溶ける性状を持っている。一方唾液では水溶性で
酒精不溶性の 0物質を含んでいる分泌型と含んで
いない非分泌型とがあり， A型唾液や B型唾液
では A 質型やB型質の含まれ方と平行しており， 
O 型唾液でも分泌型， 非分泌型の型別が見られ，
その割合はおうよそ 80%と20%とであることが
知られた。即ち人では唾液のような液状をなして
いるものでは Aゃ B と共に Oが一つの型物質と
して乙の 3者が同じような資格で対立しているよう
に見える。きて古畑教室で秋光は Hartmannの研
究を更に進めて，分泌型と非分泌型の区別は類脂体
性の型抗原で、なく，含水炭素性の型物質の有無lζ由
来するものであるという乙とを詳しく検ベ，更
にリポイド性の A 型質や B 型質は血球からは分
泌型， 非分泌型と無関係に抽出されるが， 16%の
酒精で抽出して含水炭素性物質を精製すると型特異
性は分泌型のものだけに見られ，非分泌型のものに
は見られないという成績を挙げ，血球にも分泌型，
非分泌型の差異があることを明らかにした。叉古畑
教授の上山は非分泌型の睡液には A，B乃至。型
質がない代りに T という型質がある ζ とを正常の
ニワトリ血清にある抗 T 沈降素で証明した。乙の
T 型質は専ら沈降反応で証明さiれて来Tこが最近江
なって凝集反応で、血球にも証明されるようになって
来たようである。
分泌型，非分泌型の区別は明瞭に出来る場合が多 
いが，多数例を調査して頻度曲線をつくって見る
と，型物質を沢山花出す群と殆んど出さない群とが
二つの峰をつくり，中間のものが少数例見られるが 
どちらかに入れにくい場合は実地ではそのま〉で扱
っても差支えがないよう花思う。
次lζ部分型抗原について述べる。いろいろの動物
の血球で比較すると先ず A 型質では人が最も複雑
な構成を持っており， AI An Am A加で示され，
Arは人ピけで見られる部分抗原で人部分と呼ば
れ，次いで犬は AJIAm Awで Anは人と犬だけ
に見られる故犬部分二と呼び， Amは豚(緬羊にもあ
るが豚で代表させる)と人と犬t:けにある故豚部分
と呼び，Aw は上述の動物血球の外K緬羊(山羊に
もある)にあるので緬羊部分と呼ぶ。 この Awは
F抗原と A型抗原に共通にある抗原部分である。
同じ様IζB型質でも Br，BJI，Bmと呼ばれる部分
抗原があり， Brは人部分， Bnは兎部分， Bmは 
モルモット部分である。 o物質では私のと ζろで
人，白鼠，兎の順序の強きで含まれている ζ とを見 
ていたのであるが古畑教室の井上はこれを or(人
部分)， On(白鼠部分)， Om(兎部分)に分けて
呉れた。 B型質の部分抗原は水谷(古畑教室)と
山崎(余の教室)が時を同じうして同じ様な分け方
をしたのであるが命名法は Friedenreich & With 
のものが使用されている。
睡液のように液体の中K溶けている抗原はいろい
ろの操作で証明される。一つは凝集反応抑制試験で
血球と凝集素から成る凝集反応系え階段的lζ稀めた
ものを加えてどこまで凝集反応が抑制されるかを見
る方法で，一つは一定量の凝集素に抗原として唾液
を加えてどれだけ凝集素が減るかということを見る
吸収試験であり， もう一つは沈降反応で直接に抗原
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附表 I A型質による型別
|血清中
動物の種類|唾液 l血 球 
抗A抗体
['A+ 
¥Aー (含炭A十〉 
A-
犬 
IA+ 
豚 I!A〆+ IA-
A-lA'ー 
無
有
吉正
有
無有
i門 i円 
凝集素の有無を見るとこの唾液型と逆の関係があっ
て A'十型同正常抗 A凝集素がなく， Aノー型の
唾液のものには血清中に常に抗 A 凝集素があり，
人と似た関係にある。しかし，人と具って山羊には
血球IζA型質(少くとも顕性のもの)のあるもの 
は見られていない。
犬:犬は血球にも臓器にも F抗原があるが血球
のものはモルモット腎臓や緬羊や山羊の血球にある
ものより遥かに格の低いもので F抗原の一つの部
分抗原と見倣してよいと思う。唾液について見ると 
A型質を有する A'+型とこれを持たぬ A'一型と
があり， ζのA型質は人の唾液の A型質l乙優ると
も劣らぬ強さを1持っている。そして血清Kは A'十
型の唾液型の犬では抗 A凝集素がなく， A'ー 型のAーfA'十 
11 羊 I~ A'ー A-
兎 
A〆ー A-
無有無有
犬では正常抗 A 凝集素が見られる。 NO.4とい
う犬は変った犬であって唾液rc.A 型質を有すると
同時にその血清氏抗 A 凝集素が見られ，謂わば規
IAノート IA一 則破りの例であるがこの共存は A 型質が単→のも
白鼠 -.，1;
IA'ー  IA-
. のでないことを示し，対応しない抗原部分と抗体部
一一十一一一一 分の共存が見られているわけである。 A型質を血
モルモット IFA'+ IFAー (含炭 FA+) Il l | 球に持つ犬についての報告があるが私共はまt:遭っ 
Aー(含炭A+) I 馬 ていない。
なお唾液lζA型質をもっている犬の血球の大量
L:j~ 5:|{:;: 
の有無や量を見る方法である。以上人についてのあ
らましを述べたがつづ、いて動物について述べる。先 
ず A型質について述べる。
兎:この動物には F抗原はなく，その血清中に
は抗 F 抗体を有する。 ζの動物の唾液KA型質
を有するものと然らざるものとがあるととは台湾の
陳や Friedenreichが報告をしているが詳細な研究
をしたのは村上(古畑教室)であり，上述 2型のあ
るζとを明かにした。皮膚組織などでの同様の型別
は Sachsの教室などでも行われていた。きて ζれ
らの型別に対する名称は唾液 l乙A を出すものを
Aノー ト，出きぬものをA'ー ，また血球l乙A 型質をも
っているものを A+，もっていないものを Aーと
呼ぶととにしている。兎の唾液lと見られる A 型質
は非常に格の低いもので諸動物の唾液の示す A 型
質のうちで最も簡単な構造のものである。
山羊:山羊は血球児 F抗原があり，臓器にはと
れがない。唾液には A をもっている A'+型と A
をもっておらない A'一型とがある。血清中の抗 A
を用いてそれから含水炭素劃分を抽出精製して見る
と乙れに A 型質が証明される。唾液型 A'ー の血
球からは ζのようなものは得られない。乙れは山羊
や兎でも同じ様なことが見られている。乙のような
ζとは人の分泌型，非分泌型の血球で既花見られて
いると乙ろである。
緬羊:乙のものの血球は F抗原をもっており，
凝集反応を起しにくいが溶血反応を起し易い血球と
してワ氏反応などに好んで用いられている。その睡
液を検べると同じ様I乙Aノ十型と A'ー 型の 2型に
分れる。緬羊の血球には凡てに広義の F抗原と
共通しない AIV(或は FA)という A 型質の部分
抗原があるが，乙れと無関係な A 型質の部分の有
無lとより緬羊血球は A+型と Aー型に分けられ 
る。 この部分抗原は Amとよばれる。私共の査べ
た範囲では血球の型と唾液の型はすべて一致してい
た。尚網羊血球では溶血反応を用いて奇麗に A 型
質の分析が出来る。次I乙緬羊の血清について邪魔な
凝集素を除いて抗 A凝集素を検ベて見ると A+型 
(A'+)型のものにはこれがなく， Aー型 (A'-型)
の血清には常にこれが見られた。一般にこれら諸動
物の血清中花見られる正常抗 A 凝集素は部分抗体
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的lζ検べて見ると殆んどが抗 Ar凝集素で人部分に
対応するものであるが緬羊などではそのほかに稀に
抗 Am抗体のある例があり，乙れは同種抗体(溶血
素)として A+型の緬羊血球に対して作用する。ま
たこの1司種抗体を有する緬羊の血清を次に述べる豚
の A+型血球に作用させると凝集反応や溶血反応
が起り，豚血球の A 型質には緬羊の A 型質と同
じ Amのある乙とがわかる。
豚:豚は緬羊と似ているが唾液で A'十型と A'
-型とに分けられ， A'+型の豚は更に血球で A+
型と Aー型l乙分けられる。そして A+型豚血球lと
ある A型質は Am+AIVで、あり ， A-型豚血球に
はA型質が全くなt，。豚の血清について見ると唾液
型 A'ー のものは正常抗 A凝集素を含み，唾液型 
A'+のものにはこれを欠く。同種抗体の関係もほ
ぼ緬羊の場合と同じである。上述諸動物に於ける A
型質による型別の頻度は次のようであった。
犬 : 25例中 A'+ 8例， A'-17例
山羊: 13例中 A'十 3例， A'ー  10例
緬羊: 17例中 A'+ 6例， A'- 11例
豚 : 57例中 A'十 28例， A'ー  29例
上述諸動物の唾液の A型質は部分抗原的には A 1， 
AJI，Am，AIV のすべてを具えているが全体として
の格，構造は違っており，乙の乙とは抗 A 凝集素
の吸収試験や凝集反応の抑制試験で一致して証明さ
れ，叉沈降反応でも同様に証明される。そしてその
成績は人と犬で最も格が高く，次いで豚，次いで緬
羊，山羊の順序となり，兎が最も低い格を示す。
次lζ白鼠であるが私共のところでこれにも唾液型 
A'十型のものと A'一型のものとがあることを見
出し， 115例中前者は 15例， 後者は 100例であっ
た。そしてその A 型質の格は緬羊，山羊程度のも
のと思われた。
以上で A 型質による型別の項を終るが ζれを纏
めて見ると先ず型別の見られない動物があり，それ
から唾液では A'十型と A'ー 型とに別れるが血球
では顕性の型別の見られないものがある。然しとの
ようなものでも唾液が Aノ+型のものではその血球
から含水炭素を抽出すると ζれに A 型質が証明が
出来，換言すれば不顕性の A 型質がある。更に唾
液rcA 型質がある A'+型が血球l乙顕性 A型質
を示す A+型と Aー型とに分れるものがある。
以上述べた動物のほか，モルモットでは型別は見
られないが，猫lζは唾液l乙A 型質のあるものとな
いものとがあり，馬にも同様 Aノ+型と A'一型が
あり，牛は A の部分抗原 Awで2型民分れる乙
とがわかっている。次lζ唾液l乙A 型質のあるもの
には血清には抗 A 抗体がなく，睡液lζA型質の
ないものには抗 A 抗体がある。そして免疫により
抗 A 抗体を産生し得るものは正常に抗 A 抗体を
有する A'一型のものだけで A'十型のものは抗 A
抗体が出来て来ない。このことは免疫抗 A 抗体を、
産生させようとする時知って置かねばならぬ ζとで
ある。
次IζO物質による型別について述べる。 
0 物質lζはζれから述べるものの外に鰻血清l乙
見られる強い抗 O 凝集素に対応するものがある。
乙の鰻血清の凝集素は特別な性状を有しており， 0
型人血球は非常に強く凝集するが他の A型， B型， 
AB型の人血球に対してはそれよりも作用が弱く，
しかもこの三つの型では各々にこれによって強く凝
集される群と弱く凝集される群との 2群が見られ，
夫々 E，eで示される E 式血液型がこの鰻血清で
生れたのである(古畑一杉下)。 しかし，今乙れに
ついてはこれ以上触れない。
山羊:山羊の唾液を検べて見るとその中に O 物
附表I 0 物質による型別 
1 n;(，". :rIr. l .ln r~，血清中動物の種類l唾液| 血 |.'I'i 11.1" flX. I 1 _'j¥. I抗O抗体
白鼠 0'+ 0十 |無1 I 
犬 
。/十 O十
Oー(?) 
無
猫 
[0'十 
lO'ー 。一 
緬
豚 
山 
羊 
[0'十
lO'-
JOノ+ 
。'ー 
0-
0-
(O+
0-
0-
Oー(含炭 0+)
0-
無
有
無
有 
無
有
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質の見られる Oノ十型と ζれが見られない 0'ー 型
とがあり， 0'十型の山羊唾液の 0 物質の構成は
O のすべての部分抗原を具えていて OI 0][ Om 
で示される。 次に山羊の血清を検べて見ると A
型の検索の場合と全く同じような関係が見られ，
0'+型のものには抗 O凝集素がなく， 0'ー 型山
羊の血清には常に抗 O 凝集素が見られる。 ζの正 
常抗 O 凝集素の強い山羊の血清は免疫によって得
られた抗 O凝集素と同じ位の使用価値があり，人
や諸動物の分泌液中の O 物質の検索K十分用いら
れるととを知った。叉，免疫抗 0抗体は 0'ー 型
の山羊を人血球や白鼠血球やモルモツト腎臓のよう
な O 物質を持っているもので免疫した時だけlと産
生きれ， 0ノ十型の山羊では産生されない。血球に
0 物質(顕性の〕を持っている山羊は見られなか
った。
緬羊:ζれは O 物質による唾液の型別と血清中
の抗 O 凝集素の有無の関係は山羊の場合と全く同
じで，唾液には Oノ十型と 0'一型とがあり， OF+
型緬羊の血清には抗 O凝集素がなく， 0'ー 型緬
羊の血清氏は常に正常抗 O 凝集素が見られる。乙
の正常抗 O凝集素lとも山羊血清の場合のように十
分抗 O 凝集素として使用し得るものがある。しか
し，緬羊では山羊の場合と異なって血球児 O 物質
のあるもの，即ち 0+型と，とれのないもの， 即
ち 0-型とがあって多数の緬羊を検べて見ると血
球児 O 物質のある 0+型のものはすべて唾液に
O物質の見られる 0'十型民属い詳言すれば，緬
羊は先ず唾液型で 0'+型と 0'ー 型とに分れ，
。〆+型の緬羊は血球児 O物質の有る無しによっ
て更に O十型と Oー型の 2亜型κ分れる ζとに
なる。そして Oノー型の緬羊の血球はすべて O物
質を含むことはなし1。そして血球児証明される O
示し，抗 0 抗体Kよってよく凝集され，その凝集
反応は唾液等の O 物質の誼明K使用される。しか 
し，人の血球でも強い抗 0 抗体を用いると同時に
強くはないが緬羊血球のように溶血反応も見ること
が出来る。そしてこの溶血反応もそれに対する抑制 
試験を行なうことによって人並?と動物の分泌液中の
O 物質の有無の証明に用いることが出来るのであ
る。但し，乙の際面白いこと κは，さきにも触れた
が，通常用いられるモルモツト血清は補体として不
適当であって，山羊(叉は緬羊)の血清を補体とし
て使用しなければならぬ(勿論正常溶血素があれば
これを寒冷吸収法で除く〉。とれに対し上述緬羊血
球のi容血反応、ではモルモツト補体でよい。
豚:I垂液Kついて O 型人血球並K抗 0 抗体を 
用いて凝集反応の抑制試験を行い，同時に抗 0 抗
体Iζ対する沈降反応を行なって見ると両者において
一致して O 物質の証明される Oにト型とそれを証
明し得ない Oノー型とに分れる。そして豚では多数
の例を検べる乙とが出来たが 0'+型が 34例 (67
%)， 0'ー 型が 17例 (33%)という ζ とになった。
そして O〆十型!亜液は抗 01抗体(人l唾液で山羊を
免疫)，抗 0][抗体(白鼠血球で山羊を免疫)抗 Om
抗体(兎血球でニワトリを免疫)にすべてよく反応
してその組成は OI0][ Omであることが判る。そ
して豚では緬羊の場合と全く同じく唾液に O 物質
を有する Oノ+型豚が血球に O 物質を有する 0+
型とそれのない 0-型の 2亜型民分れ， そして血 
球児見られる O物質は Omだけであることも緬羊
の場合と同じである。
犬:乙れでは余等の検したものはすべて 0'十型
で唾液に O 物質を持っているものばかりであった
(文献には 1例 Oノー型の犬を見たと l'う人がある)。
また血球もすべて O十型で O 物質をもたぬ犬は
物質は A型の場合の Amのように格の低い Om1:- 見られていない。そしてi唾液の O 物質は 010][ 
けである。緬羊血球は上K述べたように凝集反応を 
起しにくい代りに溶血反応を起し易い血球として知
られている。勿論乙の際補体を必要とする。それで
抗 O 抗体の比較的強いものを用いて緬羊血球の溶 
血反応を検べて見ると 0+型の血球は溶け， 0-
型の血球は溶けない。この 0+型の緬羊血球を用
いた溶血反応を上述。型人血球での凝集反応のよ
うに使ってこれに対する抑制の模様をしらべて唾液
やその他の分泌液における O 物質の存否乃至はそ
の量的関係を明らかにすることが出来る。人の血球
はすべての部分抗原を具えて 01O]I Gmの構成を 
Omの構成を示し，人と並んで格が高いが，血球の
もつ O物質は Omだけである。 ζ乙で序ながら述
べて置きたい乙とは検した範囲では犬唾液には全例
B 型質を全く証明し得なかったという ζとである
(他種動物の唾液lとは B][Bm或は Bmで示される 
B 型質がある乙とが見られている)。
猫:I唾液K 0物質を有する Oノート型とこれをも
たぬ O〆ー型があり，血球児 O物質を有する 0+
型とこれのない 0-型がある ζどが知られた。
白鼠:乙れではすべて唾液IL0 物質があって
01 0][ Omの構成を示し， また血球には他の動物
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の血球iζ比べて格の高い OJIOmなる構造を示す の方が少し多いような結果も見られた。人の血球は 
0 物質を持っていることが明らかになっている。 一般に凝集反応が起り易いが溶血反応は起りにく
兎: 検したすべての例の唾液に，構成は 010]I い。豚の血球は凝集反応も溶血反応も適当に起る。 
Omではあるが格の低い， 弱い O物質が見られ， つぎに血球免疫と唾液免液について述べる。血球で
血球はみな Omを持っていた。 免疫すると血球K作用する抗体が出来るが， ζの抗
人及び諸動物の O 物質について抗 O 凝集素の 体ははじめは唾液とも共通に作用する。そして血球
吸収試験や凝集反応の抑制試験乃至は抗 O沈降素 でも唾液でもよく吸収される。ところが血球で免疫
の吸収試験を行って見ると同じく 01OJI Omの構 を続けると唾液では吸収されない血球にだけ作用す
成を示しながらも別の立場からの構造の差異がある る抗体が出来て来る。法医学では唾液，精液などに 
ζとが知られ，つまり， 同じ 01或は Onでも格 ついて血液型を決める場合に ζのような免疫血清も
の高いものと低いものとがあることが判った。即ち 用いるが唾液で吸収されないような抗体では困る。
人と犬とは最も格が高く，次いで!琢，緬羊，つぎに しかるに唾液で免疫すると唾液と血球と両方で吸収
山羊，白鼠，ついで兎というような順序が見られた される抗体にけが出来て来る。そればかりでなく， 
のである。 l唾液による免疫血清Kは血球で見られるような種属
以上述べたように O 物質でも動物の種類、により 特異性の抗体が殆んど産生きれず，殆んど型抗体t:
趣は異なってはいるが A 型質で見られたような型 けが出来て来るので，種属特異性の抗体を前もって
別が窺われたのである。 吸収除去するという手数が省ける。猶，血球にだけ
以上人をはじめとした晴乳動物について述べたが 作用し，唾液で吸収されないような性状の抗体は兎
他の動物について見るとなかなか面白い ζ とがあ ではよく出来で来るがニワトリを免疫動物に用いる
る。金線蛙や食用蛙は血球に著明な B型質があり， と出来にくいことが知られた。
人にだけ見られる Brを持っていて BrBn Bmの l厘液斑，精液斑の血液型の検査は法医学上重要で
構成を示す。この強い Bは血球にも筋肉にも臓器に あるが非分泌型の人のものでは A 型や B 型の人
もある。亀の血球には F 抗原があるが更に蛙と同 のものでも型抗体の吸収が見られず， 0 型の人の
じような B型質があり，更に O型質 (OnOn) ものと同じ様な結果を示す。乙の場合 O型の分泌
をも持っている。乙れに対応してその血清には抗 A 型のものか或は他の型を含めて非分秘型の人のもの
凝集素だけが見られるという面白い所見を示す。 かを決めるには上の抗 O 凝集素を使用し，これが
次に X 抗原と呼ばれるものがあって最近研究さ 吸収されれば O 型の分泌型であるというととにな
れているが，私は古く人の血球と関係のない晴乳動 る。乙れは日常用いて利便を得ている。尚分泌型と非
物聞に共通している抗原を検べたがこれが X 抗原 分泌型の中間型が少数あるが，それはそれで同じ手
に関係していたのである。近頃になって細菌の型物 技を用いてその様な性状のものとして取り扱えば犯
質の研究が行われるようになり，暗乳動物の血球だ 人の推定には差支えないわけである。つぎに前述し
けに共通して存在する抗原も X 抗原という名で浮 ?こととく型抗体を得るには動物の型別を吟味して対
んで来た。僅底のものが役に立ったという感じで 応型物質をもたないものを選んで免疫を行う要があ
ある。問題があると思うが伝染性単核症の Paul- る。昔は沢山の数の動物を免疫してその中， 1， 2 
Bunnel反応とこの X 抗原を関係をつけている人 頭に型抗体を得れば満足していたのであるが，現在
がある。 は間違いなく型抗体を産生する動物を免疫前K選び
以上基礎的な研究の概要を述べたが引き続いて応 出せることになった。また正常血清の適当なものを
用面にも触れてみたい。 用いて一例えば正常山羊の抗 O凝集素のように一
血球には反応の種類応対して所謂「癖Jがある。 十分用に立たせることが出来る。
例えば緬羊や山羊の血球は溶血反応は起し易いが凝 それから乙れは少し余計なことと思うが目的の型
集反応は起しにくい。このようなことも一価抗体， 抗体だけを産生させ，邪魔な抗体の産生を防ぎたい
二価抗体というような，乙の頃 Rh-Ur式血液型で 時は，例えば抗 B 型抗体だけの産生が目的である
問題iとなっている事柄の解釈の際顧慮を要する。緬 ような時は蛙の血球や臓器でニワトリを免疫すると
芋血球は山羊血球よりも溶血し易いが乙の溶血に与 よく目的を達し得るのである。
る F抗原の量を吸収能力の方から見ると山羊血球 ζのように基礎的の研究からいろいろと応用の方
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も生れて来るわけである。 御集りをいたt:いてお耳に入れるのは困ったなと思 
~~O 余年も世話になってあt まり役 K立たぬことば ったが目をつぶってつまらぬお話をした。沢山お集
かりやったよう K思うがそのうち幾らかは役に立っ り下さって私のこの講義を賑かにしていただいて誠 
たζとがあったかと思う。 K有り難く厚くお礼申し上げる。
最終講義というような厳めしいことで皆様沢山に
